
言語発達障害研究会 第 86 回定例会報告 

 

日時：2021 年 5 月 15 日（土）13:30〜16:30 

場所：オンライン開催（Zoom 使用） 

内容：「＜S–S 法＞の形成について」 

講 師  小寺 富子氏 

 

    

         

 

今回の定例会は、日本の言語聴覚士の黎明期から永きにわたり言語発達障害の臨床

の礎を築きあげ、今なお臨床の深化に邁進される小寺富子先生に＜S–S 法＞の形成に

ついてオンラインでご講演いただきました。 

【講演の概要】 

はじめに、＜S-S 法＞は、記号学、言語学、心理学から導かれた用語、アプローチ

であり、言語行動の 3 側面から評価・訓練を行い、ケースと共に学び、コミュニケー

ションして共に生きるなかまを育てる立場であると紹介されました。 
 言語発達障害の臨床が始まったのは 1958 年ですが、＜S-S 法＞の形成の歴史は

1970 年代前半から始まり、その間、検査法の作成、改訂、言語発達に関する研究会の

発足等、50 年に及んでいます。黎明期から携わった小寺先生方は症例研究を重ね、試

行錯誤しながら訓練方法を探ってこられました。講演の中では小児の言語臨床、教育、

研究を導かれた諸先生方や書籍についてもご紹介頂きました。 
検査法の作成に関しては、＜試案１＞＜試案２＞を経て、症状分類・段階が変遷し、

各段階における目標やプログラムが提示されましたが、実際の訓練ケースを通して有

効な方法も見出されています。 
訓練に関しては、症例の 2 語連鎖名詞句の訓練から、過去と現在を振り返り、共通

点と差異を示されました。“21世紀の 2 語連鎖の最初期の材料例と手続き”を提示し

ていただき、習得順序におけるⅠ群とⅡ群の違いも述べられていました。また、可逆・

非可逆事態の学習では、名詞句から導入できることも教えていただきました。 

小寺富子先生 当日の講義の様子です 



様式については、絵、実物、音声、身振り、文字などそれぞれが手続きの上で媒介

や補助になることや様式の変換の考え方についても触れられました。 
さらに、多くの症例報告から、機能的操作、ふるいわけ、選択という概念、それを

ST が教えるということ、初期の記号形式の学習、身振り・音声と受信・発信・模倣

の関係、学習における示差性の重要性についてお話されていました。 
最後に＜S-S 法＞の形成と広がりについて、現時点で

考えられるコミュニケーション・言語記号・働きかけに

ついて提示され、働きかけでは発信が受信に先行する視

点（1976 年の語順の訓練が発端）も頂くことができまし

た。 
今回、小寺先生の 45 年にわたる臨床は、過去から現

在まで膨大で詳細なデータをもとに分析、検証、開発さ

れ、数多くの STへと拡大してきましたが、まだまだ研究

テーマがあり、発展途上とのことでした。先生の臨床とケースに対する一貫した考え

方、姿勢、意欲、情熱に圧倒され、感動し、叱咤激励、鼓舞された 3 時間でした。 
＊小寺富子先生と倉井成子先生が「言語発達障害」の章を執筆された、東京言語聴覚士会編集の「言

語聴覚士のアルバム～原点と未来を見つめて」が2021年 6月に刊行されました。日本における言語

聴覚領域創成期の記録です。ぜひお手にとってご覧ください。 

【参加者の声】 
◎ 小寺先生が苦労されてきた軌跡を見せて頂くことで、自分はもっともっと考えて

臨床をしなくちゃいけないと思い知らされました。 
◎ ＜S-S 法＞だけでなく、改めて小児 STの歴史を振りかえり、＜S-S 法＞にさらに

愛着を感じました。そして、当たり前の理論になっているが、試行錯誤の時代が

まだまだそこまで昔でない時代であり、今後も発展させていかなければいけない

と感じました。 
◎ 臨床家の基本は事実に忠実に、お子さんの行動を客観的に分析することだと思い

ました。方眼紙、手描きのグラフ、青焼きなど時代の変遷も興味深く拝聴しまし

た。 
◎ 2 語文の理解には、動作絵を対象と手段に分解・合成することが役立つといった

ことが特に勉強になりました。「封筒を見せてハサミを持ってこれた」といった

エピソード等から、保護者の方から日頃の様子などを聞き取って参考にすること

も大切なのだと学びました。 

当日は会場に倉井成子先生も 
いらして下さいました。 


